
ド

イ

ツ
統

一
と

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
統

合

ー

コ
ー

ル
政

権

の
十

六

年

1

小

澤

幸

夫
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は
じ
め
に

コ
ー

ル

政

権

は

ア
デ

ナ

ウ

ア

ー

政

権

(
一
九

四
九

年

九

月
-

一
九

六

三
年

十

月

)

を

も

凌

ぐ
今

世

紀

最

長

の
政

権

だ

っ
た

。

そ

れ

は

冷

戦

の
終

結

と
新

た

な

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
枠

組

み
を

決

め

る

激

動

の
時

代

で

も

あ

っ
た

。

こ

の
小

論

で

は

、

お

そ

ら

く

歴

史

に

残

る

で

あ

ろ

う

二

つ

の
偉

業
ー

「
ド

イ

ツ
統

一
」

と

「
ユ

ー

ロ
導

入

」

を

成

し
遂

げ

た

コ
ー

ル

政

権

の
十

六

年

を

、

そ

の

負

の
部

分

も
含

め
振

り

返

っ
て

み

た

い
。

一
.

コ
ー
ル
政
権

の
誕
生

一
九

八

二
年

十

月

一
日

、

S

P

D

(社

会

民

主

党

)

の

シ

ュ

ミ

ッ

ト

首

相

に

対

す

る

「
建

設

的

不

信

任

投

票

」

(オ
o
ロ
。。q
巳
(二
く
o
白。
ζ
茜
冒
鋤
ロ
o
塁
く
o
讐
∋
)
が
行

わ

れ

た

。
ω

そ

の

結

果

S

P

D

と
連

立

政

権

を

組

ん

で

い
た

F

D

P

(自

由

民

主

党

)

と

C

D

U

(
キ

リ

ス

ト

教

民

主

同

盟

1ー
バ

イ

エ
ル

ン
州

以

外

)

/

C

S

U

(キ

リ

ス

ト
教

社

会

同

盟

1ー
バ

イ

エ
ル

ン
州

の

み

)

の
賛

成

多

数

に
よ

っ
て

、

C

D

U

の

コ
ー

ル
党

首

を

首

班

と

す

る

保

守

中

道

連

立

政

権

が

発

足

し

た

。

F

D

P

は

十

六

の

閣
僚

ポ

ス
ト

の
う

ち

外

務

(兼

副

首

相

)
、

経

済

、

法

務

、
食

糧

農

林

の

四

つ
を
手

に
入

れ
た

。
㈲

八

二
年

秋

の

「政

変

」

と

呼

ば

れ

る

こ

の
政

権

交

替

劇

は

二

〇

〇

万
人

と

い
う

大

量

の
失

業

者

に
有

効

な

対

策

を

見

出

だ

せ

な

い
S

P

D

に
対

し

、

ゲ

ン

シ

ャ
ー

、

ラ

ム

ス

ド

ル

フ

な
ど

F

D

P

の
執

行

部

が

C

D

U
/

C

S

U

と

の
密

か

な

協

議

の
末

行

な

っ
た

も

の
で

あ

っ
た

。

だ

が

こ

の
党

執

行

部

の
決

断

に
対

す
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る
反
発
も

強
く
、
ゲ

ン
シ

ャ
ー
は

八
二
年
十

一
月

の
党
大
会

で

党
首

再
選

を
果
た

し
た
も

の
の
、
代
議
員

の
五
五

%

の
支
持

を

得

た

に
と
ど
ま

っ
た
。

こ

の
大
会

で
は
左
派

の
批
判

が
表
面

化

し
、
離

党

者

が
相

次
ぎ

、

党
内

は
半

ば

分
裂

状
態

に
陥

っ
た

。

翌
年

三
月
行

わ
れ
た
連

邦
議

会

選
挙

で

F
D
P
は

コ
ー
ル
政
権

の
存
続

を
願
う

C
D
U

の
支

持
票

が
流

れ
た
た

め
七

・
○
%

を

得
票

で
き
た

が
、
同
年

行
な

わ
れ

た

四

つ
の
州
議

会

選
挙

で
は

五
%
を

下
回
り
議
席
を
失

っ
た
。
㈹

二
.
外
国
人
労
働
者
間
題

コ
ー

ル
政
権

は
福
祉

の
切
り
捨

て
に
よ
り
国
家

の
社
会

的
支

出

を
大

幅

に
削
減

し

、
経

済

の
自
由

化
、
民

間

活
力

の
導

入
、

ス
ト
権

の
制

限
な
ど
を
進

め
た

が
、
景
気

は

一
向

に
回
復

せ
ず

、

失
業
者

は
増

え
続
け

、

八

四
年

に
は
失

業
者

二

四
五
万
人
、
失

業
率
十

・
二
%

と
戦
後
最
悪
を
記
録
し
た
。
㈲

コ
ー
ル
政
権

が
組

閣
後

た
だ
ち

に
行

っ
た

こ
と

の

一
つ
に
外

国
人
労

働
者
対
策

が
あ

る
。
不

況
、

そ
し
て
そ

の
結
果
起

こ
る

失
業

の
原

因
を
外
国

人

に
転
嫁

す
る

の
は
政
治

の
常
道

で
あ

る

が
、

一
九

七
九
年

か
ら

八
二
年

に
か
け

て
攻
撃

の
的

と
な

っ
た

の
は

主

に
ト
ル

コ
人
で
あ

っ
た
。

こ
れ
は

一
九

六

一
年

に
西
ド

イ

ツ
と

の
間

に
結
ば

れ
た
協

定

に
よ

っ
て
移

住
し

て
き
た
人

々

で
、
戦
後

西
ド
イ

ツ
の

「
経
済

の
奇

跡
」
を
支

え

て
き
た

人
々

で
あ

っ
た

。
当
初

政
府

は
外

国
人
労

働
者

が

一
定
期

間
働

い
た

後

帰

国

し

、

新

し

い
労

働

力

が

入

国

す

る

と

い
う

ロ
ー

テ

ー

シ

ョ

ン
制

を

予

定

し

て

い
た

が

、

現

実

は

そ

の
通

り

に
は

運

ば

な

か

っ
た

。

労

働

者

側

も

雇

用
者

側

も

継

続

し

た
雇

用

を

望

ん

だ

か

ら

で

あ

る

。

そ

の
結

果

、
家

族

の
呼

び

寄

せ

、

定

住

と

い
う

段

階

を

た

ど

り

、

実

質

的

な

移

住

と

な

っ
た

。

一
九

七

三

年

に

は

募

集

が
停

止

さ

れ

た

が

、

一
九

八

二
年

当

時

に

は

ド

イ

ツ

で

生

ま

れ

た

最

初

の
子

供

た

ち

が
も

う

成

人

に
達

し

て

い
た

。

コ

ー

ル

は
彼

ら

に
支

度

金

を
与

え

国

に
帰

そ
う

と

し
た

の

で
あ

る

。

そ

の
頃

筆

者

は

ド

イ

ツ
人

の
友

人

と

と

も

に

マ
ー

ル
ブ

ル

ク

近

郊

に
あ

る

ト

ル

コ
人
学

校

を

訪

れ

る
機

会

が
あ

っ
た

。

そ

こ

で

は

子

供

た

ち

が

無

邪

気

に

遊

び

、

歌

を

歌

っ
て

く

れ

た

が

、

そ

の
傍

ら

で

ト

ル

コ
人

教

師

が

誼

の
な

い
ド

イ

ツ
語

で

次

の
よ

う

に
語

っ
た
。

[
子

供

た

ち

は

こ
こ

で

は
お

前

た

ち

は

ト

ル

コ
人

だ

と
言

わ

れ

、

ト

ル

コ
で

は

お

前

た

ち

は

ド

イ

ツ
人

だ

と
言

わ

れ

る

。
ど

こ

に
も

行

き

場

が

な

い
の

で
す

。
」

外

国

人

労

働

者

の
悲

惨

な

生

活

は

、

作

者

が

ト

ル

コ
人

に
変

装

し

て

ル
ポ

ル

タ

ー

ジ

ュ
し

た

「
最

底

辺

」

(O
き

釜

』
三
〇
昌
)

(
一
九

八
五
年

)

に
詳

し

く

描

か
れ

て

い
る

。

ア
リ

と
名

を

変

え

た

作

者

ヴ

ァ

ル

ラ

フ
は

ド

イ

ツ
を

代

表

す

る

大

企

業

テ

ユ

ッ
セ

ン
傘

下

の
製

鉄
会

社

で
粉

塵

に
ま

み

れ

て

奴
隷

の
よ

う

に
働

か

さ

れ

、

ド

イ

ツ

人

の

み

な

ら
ず

他

の
外

国

人

か

ら

も

差

別

を

受

け

る

。

こ

こ

に
描

か

れ

て

い
る

の
は

現

代

資

本

主

義

の
あ

く

な

き

利

潤

の
追

求

と

、

そ

れ

に
よ

る
労

働

の
非

人

間

化

で
あ

る

。
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こ

の
作

品

は

た

っ
た

四
カ

月

で

一
八

〇

万
部

を

記

録

す

る

と

い
う

、

ド

イ

ツ

の
出

版

史

上

最

速

で

最

大

の
ベ

ス

ト

セ

ラ

ー

と

な

り

、

日
本

で

も

翻

訳

さ

れ

た

。
㈲

こ

の
本

の
印

税

の
大

部

分

は

「
外

国

人

連

帯
・」

支

援

基

金

(
=

=

詳

暁
o
ロ
自
。・

。〉
霧

蚕
巳

o
『。。
o
=
魯

=
感
帆
。)

に
使

わ

れ

た

こ

と

を

こ

こ

で
書

き

添

え

て
お

き

た

い
。
㈹

三
.

ド

イ

ツ

統

一

コ
ー
ル
首

相

は
外
交

面

で
も

失
態

を
演

じ
た
。

八
五
年

レ
ー

ガ

ン
大
統
領

が
ド

イ

ツ
を
訪

れ
た
際

、
ナ

チ
の
親
衛

隊
員

も
埋

葬

さ
れ

て

い
る
ビ

ッ
ト
ブ

ル
ク
墓

地
を
案

内
し

て
、
歴
史

に
対

す

る
無

神
経

ぶ
り
を
批

判
さ
れ

た
。
ま

た

八
六
年

に
は

「
新

思

考
」

の
モ

ッ
ト

ー
を

か
か
げ
東

西

の
緊
張
緩
和

に
向

け

て
努

力

し

て

い
る
ゴ

ル
バ
チ

ョ
フ
書

記
長
を

ナ

チ

の
宣

伝
相
ゲ

ッ
ベ

ル

ス
に
な
ぞ
ら
え
物
議
を
醸
し
た
。

そ

の
結
果

は

八
五
、

八
六
年

に
行

な
わ
れ
た
す

べ

て

の
州

議

会

選
挙

で
の
C
D

U

の
後
退

と
な

っ
て
現
わ
れ
、

八
七
年

一
月

の
連
邦
議
会

選
挙

で
は
C

D
U
/
C

S
U

の
得
票
率

が

四

四

・

三
%
と
低
落
し
、

一
九
五

三
年

以
来
最
低
を
記
録
し
た
。
ω

し

か
し

八
七
年

に
は
景
気

も

回
復

し
好

況

へ
と
転

じ
た
。

八

九
年

六

月
に
は
ゴ

ル
バ

チ

ョ
フ
書

記
長

が

西
ド
イ

ツ
を
訪

れ
た

が
、
今

回
は

コ
ー

ル
は
ゴ

ル
バ

チ

ョ
フ
の

「
欧

州
共

通

の
家
」

を
支
持

し
、

ド
イ

ツ
と

ソ
連

が
欧

州

の
新

秩
序
づ

く
り

の
パ

ー

ト

ナ

ー

と
な

る

こ

と
を

誓

約

し

た

。
樹

時

を

同

じ

く

し

て

ハ
ン
ガ

リ

ー

と

オ

ー

ス
ト

リ

ア

の
国

境

の

鉄

条

網

が

両

国

の
外

相

に
よ

っ
て
撤

去

さ

れ
た

。

こ

れ

が

ド

イ

ツ
統

一
へ
の
第

一
歩

と

な

っ
た

。

同
年

七

月

に

は

ワ

ル

シ

ャ

ワ

条

約

機

構

が
ブ

カ

レ

ス

ト
会

議

の
最

終

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

で
ブ

レ
ジ

ネ

フ

・
ド

ク

ト

リ

ン

の
撤

回

を

宣

言

。

こ
れ

に
よ

り

ハ
ン

ガ

リ

ー

に
よ

る
鉄

の
カ

ー

テ

ン

の
撤

去

は
東
・側

で

黙

認

さ

れ

る

形

と

な

っ
た

。
働

八
月

に

は

一
万
人

以

上

の
東

ド

イ

ツ
人

が

脱

出

し

た

が

、

オ

ー

ス

ト

リ

ア
も

こ
れ

に
協

力

し

、

列
車

や

バ

ス

に
無

料

で
乗

車

さ

せ

た

。

九

月
十

一
日

に

は

ハ
ン
ガ

リ

ー

が

国

境

を

全

面

的

に

開

放

、

三

日
間

で

一
五

〇

〇

〇
人

、

九

月

末

ま

で

に
は

こ
五

〇

〇

〇

人

が
脱

出

し

た

。
㈹

当

時

ウ

ィ
ー

ン

に

い
た

筆

者

は
毎

日

の

よ

う

に

、

テ

レ
ビ

や
新

聞

に

よ

る

報

道

だ

け

で

な

く

、

移

り

変

わ

る

街

の
様

子

を

眺

め
な

が

ら

、

地

殻

が
変

動

し

て

い
る

の

を

肌

で
感

じ

て

い
た

が

、

ま

だ

そ

の
時

が
来

る

と
は

思

っ
て

い

な

か

っ
た

。

そ

の
時

、

そ

れ

は

十

一
月

九

日

の
晩

だ

っ
た

。
夜

の
九

時

頃

だ

っ
た

ろ

う

か
。

帰

宅

し

て

テ

レ
ビ

を

つ
け

た

と

た

ん

、

思

わ

ず

目
を

疑

っ
た

。
ベ

ル
リ

ン

の
壁

の
上

に
人

が

い
る

の
で
あ

る

。

最

初

は

い

っ
た

い
何

が

起

こ

っ
た

の

か
分

か

ら

な

か

っ
た

。

誰

が

こ

の
よ

う

な

こ

と
を

予

測

し

た

だ

ろ

う

。

一
九

六

四
年

の
東

京

オ

リ

ン
ピ

ッ
ク

で
は

統

一
チ

ー

ム
を

作

っ
て
参

加

し

た

ド

イ
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ツ

で
あ

る

が

、

そ

の
後

二
度

と

こ

の
よ

う

な

こ

と

は

な

く

、

二

つ
の
国

家

と

し

て
別

々

の
道

を

歩

ん

だ

。

八

二
年

当

時

、

一
緒

に

ト

ル

コ
人

学

校

を

訪

問

し

た

ド

イ

ツ
人

学

生

に
ド

イ

ツ

の
将

来

に

つ

い
て

尋

ね
た

と
き

も

、

「我

々
は

戦

後

ま

っ
た

く

別

の
教

育

を

受

け

て
き

た

。

ド

イ

ツ
が

再

統

一
さ

れ

る

こ

と

は

あ

り

え

な

い
だ

ろ

う

」

と
否

定

的

な

意

見

を

述

べ

て

い
た

。

だ

が

や

は

り

血

は

水

よ

り

も
濃

か

っ
た
よ

う

で
あ

る
。

翌

日
各

国

の
反

応

が

報

道

さ

れ

た

が

、

中

で

も

注

目

さ

れ

た

の
は

フ

ラ

ン

ス

の

反
応

だ

っ
た

。

何

と

六

〇

%

以

上

の
国

民

が

壁

の
崩

壊

ド

イ

ツ

の

統

一
を

支

持

し

て

い
た

の

で
あ

る

。
㈹

十

六

世

紀

以
来

二
七

回
も

ド

イ

ツ

と

フ

ラ

ン

ス

が
戦

争

を

繰

り

返

し

て

き

た

こ

と
を

考

え

る

と

こ
れ

は

意

外

で

あ

っ
た

が

、

ア

デ

ナ

ウ

ア

i

以

降

独

仏

枢

軸

を

一
貫

し

て

進

め

て

き

た

ド

イ

ツ

外

交

の
成

果

の
結

晶

と

い
え

よ

う

。

笹

本

駿

二
氏

は

ハ
ン
ガ

リ

ー

政

府

の
西

部

国

境

開

放

は

コ

ー

ル

の
謀

略

だ

っ
た

と
推

論

し

て

い
る

。

そ
れ

に

よ

れ

ば

以

下

の

と
お

り

で
あ

る

。
㈱

C

D

U

は

八
九

年

一
月

の

西

ベ

ル

リ

ン
市

議

会

選

、

三

月

の

フ

ラ

ン

ク

フ
ル

ト
市

長

選

、

六

月

の
欧

州

議

会

選

挙

と

三

連

敗

し

た

。

そ

の
頃

C

D

U

の
大

幹

部

た

ち

は

コ

ー

ル

お

ろ

し

を

考

え

始

め

て

い
た

。

こ
れ

に
対

し

コ
ー

ル

は

八

月

C

D

U
年

次

大

会

で
書

記

長

の
ガ

イ

ス

ラ

ー
を

罷

免

し

、

後

任

に
リ

ュ
ー

ア

を
指

名

し
た

。

さ

ら

に
最

高

幹

部

選

任

に
当

た

っ
て
は

、

コ
ー

ル

の
後

継

者

と

し

て

最

有

力

視

さ

れ

て

い
た

バ

ー

デ

ン

・
ヴ

ュ
ル

テ

ン
ベ

ル

ク
州

の
シ

ュ
ペ

ー

ト

首

相

を

最

高

幹

部

会

か

ら

落

と

し

て

し

ま

っ
た

。

そ

れ

か

ら

二

〇

日

ほ
ど

過

ぎ

た

九

月

上
旬

リ

ュ
ー

ア
は

ブ

ダ

ペ

ス

ト

に

現

わ

れ

、

ハ
ン
ガ

リ

ー

の
有

力

者

た

ち

と
会

見

し

、

ハ
ン

ガ

リ

ー
政

府

が

西

部

国

境

を

開

放

し

た

時

も

ブ

ダ

ペ

ス
ト

に

と
ど

ま

っ
て

い
た

と

い
う

わ

け

で
あ

る

。

一
方

東

ド

イ

ツ
で

は

モ

ド

ロ
ウ

新

政

権

が

急

速

な

改

革

を

進

め

明

ら

か

に
独

自

の

国

家

と

し

て

の
存

続

を

目

指

し

て

い
た

。

こ

れ

に
対

し
十

一
月

コ
ー

ル

は
連

邦

会

議

本

会

議

の
席

上

で
突

然

「
ヨ

ー

ロ

ッ
パ

の
分

断

を

克

服

す

る

た

め

の
十

項

目
プ

ロ
グ

ラ

ム

」

を

発

表

し

「
ド

イ

ツ
人

が

望

む

の
で

あ

れ

ば

統

一
は

実

現

す

る

で

あ

ろ

う

」

と
語

っ
た

が

、

こ

れ

は

同

盟

国

は

お

ろ

か

外

相

に
さ

え

事

前

協

議

な

し

に
行

な

わ

れ

た

。
㈹

こ
れ

に

よ

り

コ
ー

ル
は

統

一
政

策

の
主

導

権

を

握

る

。

十

二
月

四
日

N

A

T

O

首

脳
会

議

で
ブ

ッ

シ

ュ
は

ド

イ

ツ
国

民

の

「
自

決

」

に
基

づ

く

統

　
を
支

持

。

同

月

八

日

ス

ト

ラ

ス

ブ

ー

ル
欧

州

理
事

会

も

、

統

一
が

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

統

合

の
枠
内

で

行

な

わ

れ

る

こ

と
を

条

件

に

こ
れ

を

支

持

す

る

立

場

を

表

明

し

た

。
働

し

か

し

統

一
に

は

ま

だ

機

が

熟

し

て

い
な

い
と
考

え

る

フ

ラ

ン

ス

の

ミ

ッ
テ

ラ

ン
大

統

領

は

十

二

月

六

日

キ

エ

フ

に
飛

び

ゴ

ル

バ

チ

ョ

フ
と
会

見

し

ド

イ

ツ
統

一
に

反

対

さ

せ

よ

う

と
説

得

を

試

み

た

。

ゴ

ル

バ

チ

ョ

フ
は

一
統

一
ド

イ

ツ
が

中

立

化

す

る
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こ

と
を
条

件

に
再

統

一
を

認

め
る
」

と
答

え

た

が

、
㈹

一
方

こ

の
月

の

ソ
連

共

産

党

中

央

委

員

会

で
は

モ

ス

ク

ワ

は

東

ド

イ

ツ

を

見

殺

し

に
は

し

な

い
と
確
約

し
た

。
㈹

ミ

ッ
テ

ラ

ン

は
十

二

月

十

六

日

に

は

カ

リ
ブ

海

に
飛

び

ブ

ッ
シ

ュ
大

統

領

と
会

っ
た

が

賛

同

は

得

ら

れ

な

か

っ
た

。

十

二
月

二

〇

日

か
ら

ニ

ニ

日
ま

で

は

東

ベ

ル

リ

ン

に
滞

在

し
東

ド

イ

ツ
首

脳

と
会

談

し
、

さ

ら

に

ラ

イ

フ

ツ

ィ

ッ
ヒ
大

学

で
学

生

を

前

に

二

つ
の
ド

イ

ツ

の
存

在

を

強

調

す

る

と

い
う

念

の
入

れ
よ

う

だ

っ
た

。
㈲

イ

ギ

リ

ス

の
サ

ッ
チ

ャ
ー

首

相

も

同

月

、

状

況

の
進

展

の
速

菰
、
に
対

L
警

告

を

行

っ
た

。

だ

が

ミ

ッ
テ

ラ

ン

の
試

み
も

サ

ッ

チ

ャ
ー

の
反

対

も

流

れ

を

変

え

る

こ

と

は

で
き

な

か

っ
た

。

翌

九

〇

年

一
月

に
は

ド

ロ
ー

ル

E

C
委

員

長

に
よ

る
統

一
支

持

の

演

説

が

行

な

わ

れ

た

。

二
月

コ
ー

ル
は

外

相

の
ゲ

ン

シ

ャ
ー

と

と
も

に

モ

ス

ク

ワ

に
飛

び

ゴ

ル

バ

チ

ョ

フ
、

シ

ェ
ワ

ル

ナ

ゼ

と

会

談

し

ド

イ

ツ
統

一
に
関

し

て
は

ド

イ

ツ

人
自

身

が
決

定

す

べ

き

た

と

い
う

言

質

を

得

る

。

七

月

ソ
連

を

再

度

訪

問

し

た

コ

ー

ル

は

ゴ

ル

バ

チ

ョ

フ
か

ら

、

西

側

の
主

張

ど

お

り

統

一
後

も

ド

イ

ツ
が

N

A

T

O

に
止

ま

る

こ

と

に
同

意

し

、

東

ド

イ

ツ

の

ソ

連

軍

が

撤

退

す

る

と

い
う

譲

歩

を

引

き

出

す

こ

と

に
成

功

す

る

。

㈹

九

月

十

二

日

に
は

、

東

西

ド

イ

ツ
と

戦

勝

四
力

国

の
間

で

「
ド

イ

ツ

に
関

す

る

最

終

取

り

決

め

に

つ

い
て

の
条

約
」

い
わ

ゆ

プ

コノ
ス

る

二

+

四
条

約

が

モ

ス

ク

ワ

で
調

印

さ

れ

た

。
㈲

十

月

三

日
ド

イ

ツ
統

一
は

達

成

さ

れ

、

コ
ー

ル

は

初

代

首

相

と
な

っ
た
。
十

二
月

に
行

な
わ
れ

た
統

一
後
初

め
て

の
連
邦
議

会

選
挙

で
は
予
想
ど

お
り

C
D

U
/
C

S
U
と
F
D

P
の
圧
倒

的
勝
利

に
終
わ

っ
た
。
㈲

四

ク

ロ

ア
チ

ア

・
ス

ロ
ヴ

エ
一
一
ア
承
認

実
、
て

こ

の

よ

う

に
時

に

は
専

制

的

と

も

い
え

る
決

断

と
実

行

の
政

治

を

推

し

進

め

て
き

た

コ
ー

ル

で

あ

る

が

、
統

一
を

果

た

し

た

後

は

足

枷

が
無

く

な

っ
た

せ

い
も

あ

っ
て

か
独

断

が

目
立

つ
よ

う

に

な

っ
た

。

そ

の

ひ

と

つ
が

ク

ロ
ア

チ

ア

・
ス

ロ
ヴ

ェ

ニ
ア

の
単

独

承

認

で
あ

る

。

一
九

九

一
年

六

月

ス

ロ
ヴ

ェ
ニ
ア

共

和

国

と

ク

ロ
ア

チ

ァ
共

和

国

は

旧

ユ
ー
ゴ

ス
ラ

ヴ

ィ
ア

連

邦

か

ら

の
独

立

宣

言

を

行

な

っ
た

。

ド

イ

ツ

は
他

の

E

C
諸

国

に
先

立

っ
て
十

二
月

に

こ

の

両

国

の
独

立

を

承
認

し
た

。

「
ド

イ

ツ
統

一
は

民

族
自

決

の
精

神

の
成

果

で
あ

り

、

他

の
民

族

の
自

決

権

行

使

を

も

支

援

し

て

い

く

の
が

ド

イ

ツ

に
課

せ

ら

れ

た
特

別

の
課

題
」

(ゲ

ン
シ

ャ
ー
元

外

相

)
勧

と

い
う

論

理

で
あ

る

。

両

国

と
も

カ

ト
リ

ッ
ク
教

国

で

あ

り

、

ギ

リ

シ

ャ
正

教

の
セ

ル
ビ

ア
共

和

国

と
対

立

し

て

い
る

。

ド

イ

ツ
だ

け

で

な

く

カ

ト

リ

ッ
ク

の
勢

力

が

強

い
オ

ー

ス

ト

リ

ア

で

も

ク

ロ
ア

チ

ア

や

ス

ロ
ヴ

ェ

ニ

ア
に
肩

入

れ

し

て
医

療

品

な

ど

の
救

援

物

資

を

送

っ
た

。

こ
れ

は

心
情

的

に

み

て

理

解

で

き

な

く

は

な

い
。

だ

が

マ

ス

コ
ミ

が

こ
ぞ

っ
て

ク

ロ
ア

チ

ァ

や

ス

ロ
ヴ

ェ

ニ
ア

が
善

、

セ

ル
ビ

ア

が

悪

の
よ

う

に
単

純

化

し

て
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一
方

的

な

報

道

を

し

、

国

民

を

コ

ン

ト

ロ
ー

ル

し

て

い
た

の
は

ど

ん

な

も

の

だ

っ
た

ろ

う

。

九

二
年

ウ

ィ
ー

ン
大

学

で

知

り
合

っ
た

セ

ル
ビ

ア
出

身

の
学

生

は

「
さ

っ
き

ま

で
親

し

く

話

を

し

て

い
た

人

が
自

分

が

セ

ル
ビ

ア

出

身

だ

と
知

っ
た

と

た

ん

急

に

よ

そ
よ

そ

し

く

な

っ
て

し
ま

う
」

と
語

っ
て

い
た

。

五

島

昭
氏

は

歴

史

的

な

背

景

を

ふ

ま

え

ド

イ

ツ

の
行

動

を

次

の
よ

う

に
批

判

し

て

い
る

。

「第

二
次

大

戦

中

、

ナ

チ

ス

・
ド
イ

ツ
は

ス

ロ
ヴ

ェ

ニ
ア
を

イ

タ

リ

ア

と

と
も

に
分

割

併

合

。

一
九

四

一
年

、

ク

ロ
ア
チ

ア

の
ザ
グ

レ
ブ

(現

在

の
ク

ロ
ア

チ

ァ
共
∵和

国

の
首

都

)

に

進

軍

す

る

と

、

ク

ロ
ア

チ

ア
人

の

フ

ァ
シ

ス
ト

団
体

『
ウ

ス

タ

シ
』

を

主

体

と
す

る
俺

儘
政

権

を

樹

立

し

、

セ

ル
ビ

ア

を

軍

政

下

に
置

い
た

。

『ウ

ス
タ

シ
』

は

ナ

チ

ス

の
軍
事

力

を

後

楯

に

セ

ル
ビ

ア
人

を

大

量

に
殺

害

、

セ

ル
ビ

ア

人

右

翼

が

ク

ロ
ア
チ

ア

人

に
報

復

す

る

に

及

ん

で

、

ユ
ー
ゴ

は

民

族

憎

悪

の
地

獄

と

化

し

た

。

こ

の
大

戦

中

の
記

憶

が

、

現

在

の

ユ
ー

ゴ

民

族
紛

争

の
悲
劇

を
増

幅

し

て

い
る

。

こ

の
ナ

チ

ス

の
罪

科

を

忘

れ

た

か

の
よ

う

な

コ
ー

ル
政

権

の
態

度

に

、

セ

ル
ビ

ア
人

は

も

ち

ろ

ん

E

C
各

国

も

反
発

し

た

。

英

国

、

フ

ラ

ン

ス
、

オ

ラ

ン
ダ

な
ど

は

『
ス

ロ
ヴ

ェ

ニ

ア

、

ク

ロ
ア

チ

ア

の
早

期

承

認

は

ユ
ー

ゴ

内

戦

を

激

化

さ

せ

る
」

と

反

対

、

当

時

の
デ

ク

エ
ヤ

ル
国

連

事

務

総

長

も

早

期

承

認

の
危

険

性

を
指

摘

し
た

。
」
㈱

こ

れ

に
対

し

加

藤

雅

彦

氏

は

次

の

よ
う

に
ド

イ

ツ
を

弁

護

し

て

い
る

。

「
た

し

か

に

ド

イ

ツ

の
行

動

は

、

す

べ

て

の
政

治
的

問

題

が

解

決

さ

れ

る
ま

で
承

認

は

行

わ

な

い
と

い
う

E

C
諸

国

の
方

針

に
反

す

る
も

の

で
あ

っ
た

。

そ

の
点

で

ド

イ

ツ

に
非

の
あ

る

こ
と
は

明

ら

か

で
あ

る

。

し

か

し

紛
争

拡

大

の
責

を

ド

イ

ツ

の
早

期

承

認

に
帰

す

る

の
は

、

必
ず

し
も

事

実

に

も

と
つ

い
て

い
る

と

は

い

い
が

た

い
。

ク

ロ
ア

チ

ア

の
独

立

承

認

が

行

わ

れ

た

九

一
年

十

二
月

に

は

、

少

な

く

と
も

ク

ロ
ア

チ

ァ
領

内

で

の
セ

ル
ビ

ア
人

と

の

一
連

の
戦

闘

は
事

実

上

終

わ

っ
て
、

大

勢

は

決

し

て

い
た

の
で

あ

る

。

(中
略

)

ボ

ヘ
ミ

ア

〔マ
マ
)
紛

争

の
拡

大

を

防

止

で

き

な

か

っ
た

欧

州

諸

国

の
間

で
、

ド

イ

ツ

が

ス
ケ

ー
プ

ゴ

ー

ト

に
さ

れ
た

感

が
あ

る
。

ド

イ

ツ
は

な

ぜ

独

立

承

認

を

急

い
だ

の

か

。

も

ち

ろ

ん

ド

イ

ツ

に
、

バ

ル

カ

ン

へ
の
政

治

的

・
経

済

的

進

出

へ
の
意

図

が

あ

っ
た

こ

と
は

事

実

で
あ

ろ

う

。

だ

が

、

同

時

に

ド

イ

ツ

統

一
を

達

成

し

た

直

後

で

あ

り

、

民

族

独

立

を

支

援

す

る

心

情

的

な

動

機

が
強

く

は

た

ら

い
て

い
た

こ

と
も

否

定

で
き

な

い
で

あ

ろ

う

。

注

意

す

べ

き

は

、

こ

う

し

た

問

題

に

み
ら

れ

る

よ

う

に
、

ド

イ

ツ

に
対

し

て

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
諸

国

が

、

い
ぜ

ん

と

し

て
き
び

し

い
反

応

を

示
す

と

い
う

事

実

で
あ

る
。
」
⑳

ど

ち

ら

の
立

場

に

立

つ
に

せ

よ

、

こ

れ

は

常

に

N

A

T
O

や
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E

C

の

一
員

と

し

て

の
立

場

を

わ

き

ま

え

、

ア

メ
リ

カ

や

フ
ラ

ン

ス

の
顔

色

を
窺

い
な

が
ら

行

動

し

て
き

た

ド

イ

ツ

に
と

っ
て

、

自

己

の
存

在

を

ア
ピ

ー

ル

し

た

大

き

な

出

来

事

で

あ

っ
た

。

統

一
さ

れ
大

国

に

な

っ
た

ド

イ

ツ
は

他

の

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

諸

国

に

と

っ
て

大

き

な

脅

威

と

な

っ
て

お

り

、

そ

の
影

響

力

は

ま

す

ま

す

強

く

な

っ
て

き

て

い
る

。

こ

の

こ

と
を

ド

イ

ツ
は

あ

ら

た

め

て

自

覚

す

る

必

要

が
あ

ろ
う

。

反

対

は

し

た

も

の

の
結

局

他

の

E

C
諸

国

も

、

翌

九

二
年

一

月

ド

イ

ツ

に
引

き

ず

ら

れ

る

形

で

両

国

を

承

認

し

、

こ
れ

に

よ

り

マ
ー

ス

ト

リ

ヒ

ト

条

約

の
合

意

に
よ

る

「
共

通

外

交

・
安

全

保
障

」

の
原

則

は

か

ろ
う

じ

て

面

目
を

保

つ
こ

と

が

で
き

た

。

五
.

マ

ー

ス

ト

リ

ヒ

ト

条

約

ド

イ

ツ

の
統

一
は

先

に
も

述

べ

た

通

り

、

あ

く

ま

で

N

A

T

O

と

E

C
を

含

む

欧

州

統

合

の

一
部

と

し

て
行

わ

れ

た

も

の

で

あ

っ
た

。

統

一
の
翌

年

十

二
月

オ

ラ

ン
ダ

の

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ

ト

で
開

か

れ

た

E

C
首

脳
会

議

で
は

E

U
を

目
指

す

こ

と
が

合

意

さ

れ

た

。

こ

の
た

め

E

E

C

の
設

立

を
定

め

た

一
九

五

七

年

の

ロ
ー

マ
条

約

が

改

定

さ

れ

、

欧

州

連

合

条

約

(
マ
ー

ス

ト

リ

ヒ

ト
条

約

)

が

締

結

さ

れ

九

二
年

二
月

に
調

印

さ

れ

た

。

だ

が

同

年

六

月

デ

ン

マ
ー

ク

で
行

わ

れ

た

国

民

投

票

で
は

賛

成

四
九

・

三

%

、

反
対

五

〇

・
七
%

で
否

決

さ

れ

、
㈱

九

月

二

〇

日

の

フ

ラ

ン

ス

の
国

民

投

票

で

は

可
決

さ

れ

た

も

の

の
、
賛

成

五

一

・

〇

一
%

、
反

対

四

八

・
九

八
%

㈲

と

い
う

僅

差

で
あ

っ
た

。

ド

イ

ツ

で

は

統

一
後

の
再

建

が

思

う

よ

う

に

は

か

ど

ら

ず

、

九

一
年

一
月

の

ヘ

ッ
セ

ン
州

議

会

選

挙

で

は

C

D

U

四

〇

・

二
%

の
得

票

率

に
対

し

、

S

P

D

四
〇

・
八
%

、

F

D

P

七

・

四
%

、

緑

の
党

八

・
八
%

と

い
う

結

果

に

な

っ
た

。

さ

ら

に

同

年

四
月

コ
ー

ル

首

相

が

以

前

州

首

相

を

務

め

た

ラ

イ

ン

ラ

ン

ト

ーー
プ

フ

ァ
ル

ツ
州

で

行

わ

れ

た

州

議

会

選

挙

で

は

C

D

U

三

八

.
七

%

の
得

票

率

に
対

し

、

S

P

D

四

四

・
八
%

、

F

D

P

六

.
九

%

、

緑

の
党

六

・
五

%

と

い
う

C

D

U

の
惨

敗

に
終

わ

り

、

四

四
年

続

い
た

C

D

U

政

権

が

倒

れ

、

S

P

D

の

シ

ャ
ル

ピ

ン
グ

が

S

P

D

/
F

D

P

の
連

立

政

権

を

発

足

さ

せ

る

結

果

と
な

っ
た

。
㈹

こ

の
年

の

ド

イ

ツ

の

国

際

収

支

は

、

赤

字

に
転

落

と

い
う

一

九

五

一
年

以

来

初

め

て

の
事

態

を

招

い
た

。

連

邦

銀

行

総

裁

シ

ユ
レ
ジ

ン
ガ

ー

は

イ

ン

フ
レ
抑

制

の
た

め
高

金

利

政
策

を

取

り

、

そ

の
結

果

マ
ル

ク

が
高

騰

す

る

と

弱

い
通

貨

は

つ

い
て

い
け

な

く

な

っ
た

。

だ

が

ド

イ

ツ
が

あ

く

ま

で
も

金

利

引

き

下
げ

を

拒

否

し

た

た

め
九

二
年

九

月

に

は

イ

タ

リ

ア

と

イ

ギ

リ

ス

が

E

R

M

(為

替

相

場

メ

カ

ニ
ズ

ム

)

を

離

脱

す

る

こ

と

と

な

っ
た

。

フ
ラ

ン

ス
も

あ

や

う

く

E

R

M

を

離

脱

し

そ

う

に
な

っ
た

が

、

そ
う

な

る

と

E

M

U

(欧

州

通

貨

同

盟

)

が
崩

壊

し

て
し

ま

う

。

独

仏

枢

軸

を

欧

州

統
合

の
要

と
考

え

る

コ
ー

ル
は

ヴ

ァ
イ

ゲ

ル

蔵

相

と

シ

ュ
レ

ジ

ン
ガ

ー

総

裁

に
命

じ

て

フ
ラ

ン
を

買

い
支

え
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こ

の
危

機

を

乗

り

切

っ
た

。

ド

イ

ツ

で

は

こ

の
年

の
十

二

月
連

邦

議

会

な

ら

び

に
連

邦

参

議

院

で

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ

ト
条

約

が
承

認

さ

れ

た

。

一
九

九

三

年

七

月

フ

ラ

ン
は

ま

た

し

て
も

下
落

し

た

。

ド

イ

ツ
連

邦

銀

行

も

今

回
は

フ
ラ

ン
を

買

い
支

え

る

の
は

不

可

能

と

し

て
介

入

を

拒

否

し
た

。

万
策

尽

き

た

か

に
見

え

た

が

、

八

月

E

R

M

の
変

動

幅

を

そ

れ

ま

で

の

二

・
二
五

%

か

ら

一
挙

に

デ

五

%

に
拡

大

す

る

と

い
う

、

投

機

筋

の
意

表

を

突

い
た

フ
ラ

ン

ス

の

提

案

を

採

用

し

て

こ

の
危

機

を

回
避

す

る

こ

と

が

で

き

、

世

界

の
為

替

相

場

は
安

定

を

取
り

戻

し
た

。

九

三

年

十

一
月

E

C

は

晴

れ

て

E

U

に
な

っ
た

。

こ
れ

に

よ

っ
て

加

盟

国

は

共

通
外

交

・
安

全

保

障

政

策

を

実

施

し

、

A
フ
世

紀

中

に
経

済

・
通

貨

統

合

を

行

う

こ

と

が
決

ま

っ
た

。

こ

の
結

果

E

M

U

の
第

三

段

階

へ
の
移

行

、

す

な

わ

ち

欧

州

単

一
通

貨

「
ユ
ー

ロ
」

の
導

入

が

一
九

九

九

年

一
月

一
日
ま

で

に
行

わ

れ

る

こ

と

に
な

っ
た

。

こ

の

日

に

決

定

し

た

の
は

マ
ー

ス

ト

リ

ヒ

ト

で

の

E

C
首

脳

会

議

が

始

ま

る

前

日

、

イ

タ

リ

ア

の

ア

ン
ド

レ

オ

ッ
テ

ィ
首

相

と
会

談

し

た

ミ

ッ
テ

ラ

ン
が

、

ア

ン
ド

レ

オ

ッ

テ

ィ

の
提

案

を

受

け

入

れ
会

議

の
席

上

で

発

表

し

た

た

め

で
あ

る

。

二

〇

〇

〇

年

に
す

る

と
次

の
世

紀

に
引

き

伸

ば

し

た

印

象

を
与

え

か
ね

な

い
と

い
う

の

が
そ

の
理

由

で
あ

っ
た

。
㈲

コ
ー

ル

首

相

は

ヴ

ァ
イ

ゲ

ル
蔵

相

の

反

対

を

押

し

切

っ
て

、

こ

の
提

案

に
賛

成

し

た

。

強

い

マ
ル

ク

を

捨

て

て

も

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

一
員

と
な
る
道

を
選
択

し

た

の
で
あ

る
。

そ

の
か

い
あ

っ

て
九
三
年

十

月
ブ

リ

ュ
ッ
セ

ル
で
開

か
れ
た

E
C
臨
時
首

脳
会

議

で
は

欧
州
中
央

銀
行

の
設
置

場
所

が

フ
ラ

ン
ク

フ
ル
ト

に
決

定
し
た

。

ド
イ

ツ
連
邦

銀
行

の
本
拠

地

に
E
M

I

(欧
州
通
貨

機
構
)

が
設
置

さ
れ
た

こ
と
は

「
E
U
の
重

心
が
東

へ
移
動

し
、

ド
イ

ツ
連

銀

の
政
策

が

そ

の
ま

ま

E
U

の
金

融
政
策

に
移
行

す

る

こ
と
を

E
U
諸

国
が
受

け

入
れ
た

こ
と
を
意
味

す
る
」
囲

と

五
島
氏

は
分
析

し
て

い
る
。

六
.
旧
東
側
諸
国
と
の
関
係

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

は

E

U
諸

国

だ

け

で

は

な

い
。

こ

こ

で

ロ
シ

ア

お

よ
び

ナ

チ

ス

・
ド

イ

ツ

の
侵

略

を

受

け

た

チ

ェ

コ
、

ポ

ー

ラ

ン
ド

と

の
関

係

を

見

て

お

こ
う

。

六
.

一
.

ロ
シ

ア
と

の

関

係

八

八
年

十

月

コ
ー

ル
首

相

は

ソ
連

を

訪

れ
ゴ

ル

バ

チ

ョ

フ
書

記

長

と
初

の
公

式

会

談

を

行

う

。

こ

の
席

で

コ
ー

ル

は

ペ

レ

ス

ト

ロ
イ

カ

の
支

援

を

約

束

し

、

西

ド

イ

ツ

の
銀

行

団

は

ソ

連

外

国

経

済

銀

行

に
三

〇
億

マ
ル

ク

の
借

款

を

供
与

し

た

。

九

〇

年

七

月

、

コ
ー

ル
首

相

は

ソ
連

を

再

訪

し

、

五

〇

億

マ

ル

ク

の
政

府

保

証

融

資

の

供

与

を

約

束

す

る

と

と

も

に
、

東

ド

イ

ツ

の

ソ
連

駐

留

軍

が
撤

退

す

る
費

用

と

し

て

一
五

〇
億

マ
ル

ク
を
負

担

す

る

こ
と

で
合

意

し

た

。

同

年

十

一
月

、

今

度

は

ゴ

ル

バ

チ

ョ
フ
大

統

領

が
ボ

ン
を

訪
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問

、

善

隣

友

好

条

約

を

締

結

し

、
経

済

・
産

業

・
科

学

技

術

協

力

協

定

に
調

印

し

た

。

九

一
年

十

一
月

に

は

ロ
シ

ア
共

和

国

の

エ
リ

ツ

ィ

ン
大

統

領

が

ド

イ

ツ
を

訪

れ

、

両

国

の
協

力

を

推

進

す

る

こ

と
を

う

た

っ

た

共

同

声

明

に
調

印

し

、

ロ
シ

ァ
側

は

ヴ

ォ
ル

ガ

・
ド

イ

ツ
自

治

共

和

国

の
復

活

を

原

則

的

に
了

承

し

た

。
㈲

「
ヴ

ォ
ル

ガ

・
ド

イ

ツ
自

治

共

和

国

」

の
歴

史

は
十

八
世

紀

に

遡

る

。
プ

ロ
イ

セ

ン
か

ら

ロ
シ

ア

に
嫁

い
だ

エ
カ

テ
リ

ー

ナ

ニ

世

(在

位

一
七

六

二
ー

九

六

年

)

は
祖

国

か

ら

入
植

者

を

招

い

て
、

ヴ

ォ
ル

ガ

川

沿

岸

で
農

業

に
従

事

さ

せ

る

。

一
九

二

四
年

に
は

自

治

が

認

め

ら

れ

「
ヴ

ォ

ル

ガ

・
ド

イ

ツ
自

治

共

和

国
」

が

設

立

さ

れ

た

。

だ

が

独

ソ
戦

が
始

ま

る

と

ス

タ

ー

リ

ン
は

自

治

を

廃

止

し

、

住

民

を

シ
ベ

リ

ア

、

カ

ザ

フ

ス

タ

ン
な

ど

へ
強

制

移

動

さ
せ

た

。

九

二
年

七

月

、

ヴ

ォ

ル
ガ

・
ド

イ

ツ
自

治

共

和

国

を

か

つ
て

の
地

に

再

建

す

る
議

定

書

が

ロ
シ

ア

と

ド

イ

ツ

の
間

で
調

印

さ

れ

た

が

、

ド

イ

ツ
系

住

民

の
子

孫

は

、

基

本

法

の
規

定

に
基

づ

き

「
ド

イ

ツ
人
」

で
あ

る

こ

と

が

証

明

さ

れ

れ

ば

す

べ

て

の
流

入
者

を

国

民

と

し

て
受

け

入

れ

て

い
る

ド

イ

ツ

に
、

大

挙

し

て

移

住

す

る

方

を

望

ん

だ

。
㈹

そ

の
数

は
九

五

年

ま

で

に

ロ
シ

ア

全

体

で
約

二
〇

万

人

に

上

る

。

だ

が

こ

の
人

た

ち

の
中

に
も

ド

イ

ツ
で

二
級

市

民

と
し

て

差

別

さ

れ

、

ロ
シ

ア

に
戻

る

人

も

多

い
。

そ

し

て

ロ
シ

ア

に
帰

る

と
今

度

は

同

じ

ド

イ

ツ
系

な

が

ら

出

国

し

な

か

っ
た

人

た

ち

の
反
感

を

買

い
疎

外

感

を

感

じ

て

い

る

の

で
あ

る

。
⑳

こ

の
辺

り

の
事

情

は

先

に
述

べ

た

ト

ル

コ
か

ら
来

た
外

国

人
労

働

者

の
場

合

と
酷

似

し

て

い
る

。

六
.

二
.

チ

エ

コ
と

の
関

係

チ

ェ

コ
と

の

一
番

の
問

題

は

「
ズ

デ

ー

テ

ン

ラ

ン
ト
」

で

あ

っ
た

。

一
九

三

八
年

オ

ー

ス

ト

リ

ア

を

併

合

し

た

ナ

チ

ス

・
ド

イ

ツ
は

、

同

年

九

月

に
成

立

し

た

ミ

ュ
ン

ヘ
ン
協

定

に
基

づ

き

チ

ェ

コ
の

ド

イ

ツ
人

居

住

区

を

併

合

し

た

。

こ

の

地

が

「
ズ

デ

ー

テ

ン
ラ

ン
ト

」

で

あ

る

。
戦

前

こ

の
地

域

に
住

ん

で

い
た

三

〇

〇

万

人

の
ド

イ

ツ
人

は

戦

後

ド
イ

ツ
に

引
き

上
げ

て

き

た

が

、

そ

の
財

産

問

題

は

棚

上
げ

に
な

っ
て

い
た

。

一
九

九

二
年

二

月

二

七

日

コ
ー

ル
首

相

は
当

時

は

ま

だ

チ

ェ

コ
ス

ロ
ヴ

ァ
キ

ア

の
首

都

だ

っ
た
プ

ラ

ハ
を

訪

問

し

、

ハ
ヴ

ェ

ル

大

統

領

と
善

隣

友

好

条

約

に
調

印

し

た

が

、

こ

の
問

題

の

解

決

は

先

送

り

さ

れ
た

。

だ

が

一
九

九

七
年

一
月

二

一
日

に
は

和

解

宣

言

が
調

印

さ

れ

、

ド

イ

ツ
は

ナ

チ

ス

の
侵

略

を

、

チ

ェ

コ
は

ド

イ

ツ
人

追

放

を

認

め
た

。

そ

し

て

両

国

が
資

金

を

出

し

、

双

方

の
犠

牲

者

の
た

め

に
未

来

基

金

が
設

け

ら

れ

る

こ

と

に
な

っ
た

。
㈱

六
.

=
「

ポ

ー

ラ

ン
ド

と

の
関

係

ポ

ー

ラ

ン
ド

と

の

一
番

の
懸

案

は

「
オ

ー

デ

ル

・
ナ

イ

セ
線

」

を

国

境

と

し

て
認

め

る

か
ど

う

か

と

い
う

こ

と

で

あ

っ
た

。

ポ

ー

ラ

ン

ド
南

西
部

の

シ

ロ
ン

ス

ク

(
シ

ュ
レ

ー
ジ

エ
ン
)

地

方

3?
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は

十

三

世
紀

ご

ろ

か

ら

ド

イ

ツ
人

の
居

住

地

だ

っ
た

。

以
前

は

オ

ー

ス

ト

リ

ア
領

だ

っ
た

も

の
が

一
七

四

〇
～

四

八
年

の
オ

ー

ス

ト

リ

ァ
継

承
戦

争

に
よ

っ
て
プ

ロ
シ

ア
領

と

な

り

、
第

一
次

大

戦

後

ポ

ー

ラ

ン

ド

が

独

立

し

た

際

も

こ

の
地

方

は

ド

イ

ツ
領

の
ま

ま

だ

っ
た

。

第

二
次

大

戦

後

は
ポ

ー

ラ

ン

ド

は

東

部

の
領

土

を

ソ
連

に
譲

る

代

償

と

し

て

シ

ュ
レ

ー
ジ

エ

ン
を

含

む

旧

ド

イ

ツ
領

の

一
部

を

与

え

ら

れ

、

オ

ー
デ

ル
、

ナ

イ

セ

の
両

川

が

国
境

と
な

っ
た

。

だ

が

ポ

ツ
ダ

ム
協

定

に
よ

れ
ば

、

こ
れ

は

暫

定

的

な

措

置

で
あ

り

、

ポ

ー

ラ

ン
ド

の

西
部

国

境

は

ド

イ

ツ

と

の
平

和

条

約

で
決

定

さ

れ

る

と

い
う

の

が

連

合

国

側

の
立

場

で

あ

っ
た

。

領

土

問

題

を

め

ぐ

る

こ

の
ポ

ー

ラ

ン
ド

の
不
安

に

は

法

的

な

根

拠

も

あ

っ
た

。

ド

イ

ツ
を

統

一
す

る

に

は

両

ド

イ

ツ

に
よ

る

新

憲

法

制

定

、

統

一
ド

イ

ツ
議

会

選

挙

な
ど

さ

ま

ざ

ま

な

方

法

が
あ

っ
た

が

、

東

ド

イ

ツ

国
民

は

一
九

九

〇
年

三

月

十

八

日

に

行

わ

れ

た

最

初

の
自

由

な

選
挙

で

C

D

U
を

支

持

す

る

こ

と

に

よ

り

、

基

本

法

第

二

三

条

の
規

定

を

適

用

す

る

道

を

選

ん

だ

。

こ

れ

は

、

ド

イ

ツ
は

連

邦

共

和

国

で

あ

り

、

連

邦

に
加

入

し

た

各

州

が

、

基

本

法

の
適

用

を

受

け

る

と

い
う

内

容

で
あ

る

。

こ

れ

を

用

い
、
東

ド

イ

ツ
は

ま

ず

州

(ラ

ン
ト
)

制

度

を

復

活

さ

せ

、

各

州

の
意

思

で

西

ド

イ

ツ

に
加

入

す

る

と

い
う

形

を

取

っ

た

。

こ
れ

を

シ

ュ
レ

ー
ジ

エ

ン

に
適
▼用

す

る

な

ら
ば

、

シ

ュ
レ

ー
ジ

エ

ン
の

ド

イ

ツ
系

住

民

が

ド

イ

ツ
連

邦

加

盟

を

決

議

す

れ

ば

ド

イ

ツ
領

に
な

る

可
能

性

が

あ

っ
た

の

で
あ

る

。

実

際

に
ザ

ー

ル

ラ

ン
ト

州

は

五

五

年

の

住

民

投

票

に
よ

っ
て

西

ド

イ

ツ

の

州

に
な

っ
た

と

い
う

経

緯

が

あ

っ
た

。

そ

の
た

め

こ

の
条

項

は

一
九

九

〇
年

九

月

に
統

一
条

約

に
よ

る
改

正

で
削

除

キ
、れ

た

。

一
九

九

〇
年

十

一
月

十

四
日
統

一
間

も

な

い
ド
イ

ツ
は

国
境

条

約

に
調

印

し

、
オ

ー
デ

ル

・
ナ
イ

セ
線

を

正
式

に
国
境

と
し

て
認

知

し

、

こ
れ

に
よ
り
ポ

ー

ラ

ン
ド

の
不

安

は
解

消

ぺ
、れ
た

。
岡

七
.

「中

欧

」

の
復

活
と

ド
イ

ツ

「中

欧

」

(ζ

葺
o
δ
長
o
嚇

)

と

は
狭

義

に

は

旧

ハ
プ

ス
ブ

ル

ク

帝

国

を

中

心

と
す

る

地

域

で

あ

る

が

(オ

ー

ス
ト

リ

ア
、

ハ
ン

ガ

リ

ー
、

チ

ェ
コ
、

ス

ロ
ヴ

ァ
キ

ア

、

ス

ロ
ヴ

ェ
ニ

ア
、

ク

ロ

ア
チ

ア
、

ル

ー

マ

ニ
ア
、

イ

タ
リ

ア
北

部

)
、
広

義

に
は

ロ
シ

ア

と

フ
ラ

ン

ス

の
間

、

北

海

・
バ

ル

ト

海

と

ア
ド

リ

ア
海

の
間

を

指

す

。
ア

メ

リ

カ

国
務

省

は

九

四
年

九

月

「
東

欧

」

と

い
う

用

語

を

廃

止

し

、

そ
れ

ま

で

州東

欧
」

と
呼

ん

で

い
た

地

域

を

「
中

欧

」

と
呼

ぶ

よ

う

改

め
た

。

E

U
も

同

年

十

月
ポ

ー

ラ

ン

ド

、

チ

ェ

コ
、

ス

ロ
ヴ

ァ
キ

ア

、

ハ
ン
ガ

リ

ー

、

ル

ー

マ

ニ
ア

、
ブ

ル
ガ

リ

ア

の

六

力

国

の
呼

び

方

を
従

来

の

「
中

・
東

欧

」

か

ら

「
中

欧

」

に

統

一
し

、

新

た

な

「
東

欧
」

は

独

立

国

家

共

同

体

(C

I

S
)

の
中

の
西
側

に
位

置

す

る

国

々
を

指

す

こ

と

と
定

め
た

。

38
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「
東

欧

」

と

は

「
鉄

の
カ

ー

テ

ン
」

に
よ

っ
て
作

ら

れ

た

人
為

的

な

線

引

き

の
産

物

で
あ

り

、

ヤ

ル

タ
体

制

が
崩

壊

し

た

今

日
、

歴

史

的

.
文

化

的

に

み

て
も

「
中

欧

」

と

い
う

呼

称

は
適

当

と

思

わ

れ

る

。

中

欧

は
長

い
間

ド

イ

ツ
と
密

接

な

関

わ

り

を

も

っ

て
お

り

、

現

在

で
も

至

る

所

に

ド

イ

ツ

ふ
う

の
建

築

が
見

ら

れ

る

。E

U
は

九

七
年

十

月

に
調

印

さ

れ

た

ア

ム

ス
テ

ル
ダ

ム
条

約

に
よ

り

東

方

拡

大

へ
の

道

を

開

い
た

。
現

在

チ

ェ

コ
、

ハ
ン
ガ

リ

ー

、
ポ

ー

ラ

ン
ド

、

ス

ロ
ヴ

ェ
ニ
ア
、

エ
ス
ト

ニ
ア
が

加

盟

の
有

力

候

補

に

な

っ
て

い
る

。

チ

ェ

コ
、

ハ
ン
ガ

リ

ー

、
ポ

ー

ラ

ン
ド

の

三

力

国

は

、

こ
れ

に

先

立

つ
九

七

年

七

月

マ
ド

リ

ツ

ド

で

開

か

れ

た

N

A

T

O
首

脳

会

議

で

、

す

で

に

N

A

T

O

加

盟

を

認

め
ら

れ

て

い
る

。
岡

ド

イ

ツ
は

こ
れ

ら

の
国

々

の
E

U

加

盟

を

支

援

す

る

と

と
も

に

、

莫

大

な
投

資

と
経

済

的

援

助

を

行

っ
て

い
る

が

、

そ

れ

は

ま

た

ド

イ

ツ

の
利

益

の
た

め

で

も

あ

る

。ま
ず

、

エ
ネ

ル

ギ

ー

資

源

の
相

当

部

分

を

旧

ソ
連

に

依

存

す

る

ド

イ

ツ

と

し

て

は

補
給

路

を

確

保

す

る

必
要

が

あ

る

。

ま

た

中

欧

の
経

済

改

革

が
成

功

し

な

け

れ

ば

い

つ
で
も

難

民

が

流

れ

込

む

恐

れ

が

あ

る

。

こ

の
よ

う

に
中

・
東

欧

の
安

定

は

ド

イ

ツ

に

と

っ
て

は

他

人
事

で
は

な

い
の

で

あ

る

。

こ

れ

に
対

し

「
マ

ル

ク
経

済

圏

」

の
拡

大

を

懸

念

す

る

声

も

聞

か

れ

る

が

、
今

回

の

ユ
ー

ロ
導

入

に
よ

っ
て

そ

の
危

険

性

は

少

な

く

な

っ
た

と

い

え

よ

う

。

現

に

チ

ェ
コ
な

ど

で

は

ユ
ー

ロ
建

て

に

し

て

ド

イ

ツ

以
外

の

E

U

諸

国

へ
の
輸

出

も

始

め

て

い
る

。

ま

た

ド

イ

ツ

の

側

か

ら

見

れ

ば

こ

の
通

貨

統
合

は

、

何

よ

り

も

、

戦

後

の
復

興

と

統

一
の

シ

ン
ボ

ル

で
あ

る

強

い

マ
ル

ク
を

捨

て

て
ま

で

、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ
統

合

を

目
指

し

た

証

だ

か

ら

で
あ

る
。

八
.

コ
ー

ル
政
権

の
終

焉

ド

イ

ツ
統

一
、

E

U

の

設

立

と

そ

れ

に

と
も

な

う

ユ
ー

ロ
の

導

入

な

ど

多

く

の

こ

と

を

成

し

遂

げ

た

コ
ー

ル

で

あ

っ
た

が

、

そ

れ

に
払

っ
た

代

価

は

や

は

り

大

き

か

っ
た

。

旧
東

ド

イ

ツ
地

域

再

建

の
た

め

に

投

入

し

た

公

的

資

金

は

九

八
年

末

ま

で

に

九

八

二
〇
億

マ
ル

ク

に
達

し

た

。
㈹

八

四
年

に

十

・
二

%

を

記

録

し

た

失

業

率

は

統

一
後

も

相

変

わ

ら

ず

幽ロ向
く

、

一
時

は

一
桁

台

に
な

っ
た

も

の

の
、

九

六
年

か

ら

は

再

び

十

%

を

越

え

て

い
る

。
働

九

八
年

八
月

に
報

告

さ

れ

た

失

業

者

数

は

ほ

ぼ

四

一
〇

万

人

に

達

し

、

失

業

率

は

十

・

六

%

に

上

っ
て

い
る

。

地

域

別

に
見

る

と

旧

西

ド

イ

ツ
が

二

八

〇

万

人

(失

業

率

九

・
○

%

)
、

旧

東

ド

イ

ツ

が

一
二
九

万

人

(失

業

率

十

七

・

一
%

)

と
東

側

の
失

業

率

が

西
側

の
倍

近

く

に

及
ん

で

い
る

。
働

こ

の

他

統
計

に
は

表

れ

て

い
な

い
が

、
政

府

の
雇

用

対

策

事

業

で
働

い
て

い
る

人

や

、
職

業

訓

練

中

の
人

な

ど

「
準

失

業

者

」

の
数

が

二

〇

〇

万

人

と
も

三

〇

〇

万

人

と
も

い
る

と

い
わ

れ

て

い
る

。
鮒

こ

の
ま

ま

で

は

コ
ー

ル

が

掲

げ

た
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二

〇

〇

〇

年

ま

で

に
失

業

者

を

半

減

さ

せ

る

と

い
う

目

標

は

、

到
底

達

成

で
き

そ
う

に

な

い
。
㈹

こ

の
よ

う

な

状

況

下

で
九

八
年

九

月

二

七

日

連

邦

議

会

選

挙

が

行

わ

れ

た

。

選

挙

前

の

八
月

と
九

月

に
行

わ

れ
た

世

論

調

査

で

も

「
解

決

す

べ

き

問

題

」

の
ト

ッ
プ

は

失

業

(
八

八
%

、

八

月

は

八

二
%

)

で
、

二
位

以

下

の
社

会

問

題

(
八
、

九

月

と

も

十

五

%

)
、

犯

罪

・
麻

薬

(十

三

%

、

八

月

は

十

八
%

)
、

外

国

人

問

題

(十

一
%

、

八

月

は

十

五
%

)

を

大

き

く

引

き

離

し

て

い
た

。
圃

選

挙

の
序

盤

で

は

S

P

D
が

大

き

く

リ

ー

ド

し

、
支

持

率

の
差

が

十
ポ

イ

ン
ト

以

上

も

あ

っ
た

が

、

S

P

D

に

と

っ

て

油

断

は
禁

物

だ

っ
た

。

事

実

九

四
年

十

月

の
連

邦

議

会

選

挙

ヘ

へ

で

は

、

世
論

調

査

で
は

S

P

D

が

リ

ー

ド

し

て

い
た

に
も

カ

カ

わ

ら

ず

、

連

立

与

党

が
薄

氷

の
勝

利

を

収

め

て

い
た

の
で
あ

る
。

今

回
も

終

盤

コ
ー

ル

は

激

し

く

追

い
上
げ

差

は

二

三
ポ

イ

ン

ト

ま

で
縮

ま

っ
た

。

だ

が

逆

転

は

な

ら
ず

、

結

果

は

、

S

P

D

二

九

八
議

席

、

C

D

U

/

C

S

U

二

四
五

議

席

、
緑

の
党

四
七

議

席

、

F

D

P

四

四
議

席

、

P

D

S

三
五

議

席

と
、

S

P

D

の
圧

勝

と
な

っ
た

。
幽

こ
れ

に

よ

り

ド

イ

ツ
史

上

初

め

て

現
職

首

相

が

選

挙

の
敗

北

に

よ

り

そ

の
座

を

明

け
渡

す

こ

と

に
な

っ
た

。
㈹

選

挙

が
十

一
月

に

行

わ

れ

て

い
た

ら

、

あ

る

い
は

コ
ー

ル

が

後

継

者

の

シ

ョ
イ

ブ

レ

に

も

っ
と
早

く

道

を

譲

っ
て

い
た

な

ら

C

D

U

が

勝

っ
た

か

も

し

れ

な

い
と

い
う

声

も

あ

る

が

、

そ

れ

は

結

果

論

と

い
う

も

の

で
あ

ろ

う

。

[
支

持

政

党

に
関

係

な

く

、

ド

イ

ツ
人

の
多

く

は

『
コ
ー

ル
政
権

は

長

い
』

と
感

じ

て

い
る

。

『変

化

が

必
要

だ

』

と

い
う
有

権
者

の
意

識

は

、
労

働

党

が
勝

っ

た

英

国

の
選

挙

の
前

に
よ

く

似

て

い
る
」

と

い
う

ボ

ン
大

学

の

デ

ィ
ー

ト

マ
ー

・
ヘ
ル

ツ
教

授

の
分
析

は
妥

当

で
あ

ろ

う

。
圃

お
わ
り
に

大
事

を

成

し

た

人

間

に

は

殿
誉

褒

疑

が
付

き

物

で
あ

る

。

ぺ

ー

タ

i

・
ヒ

ン

ツ

ェ
の
よ

う

に

「
ド

イ

ツ
史

上

も

っ
と
も

成

功

し

た

首

相

」

と
呼

ぶ

人

も

あ

る

が
、
㈲

コ
ー

ル

の
評

価

が

定

ま

る

の
は

ま

だ

ま

だ

先

の

こ

と

か

と

思

う

。
確

か

に
ド

イ

ツ

の
統

一
を

総

選

挙

に
勝

つ
た

め

の
手

段

と

し

て

利

用

し
た

こ

と
は

否

め
な

い
し

、

や
り

方

に
も

賛

否

両

論

が

あ

っ
た

。

そ

れ

に
現

在

は

む

し

ろ

統

一
に

よ

る

マ
イ

ナ

ス
面

が

出

て

い
る

と

い
え

る

。

と

は

い
え

、

あ

の
時

期

を

逃

せ

ば

ド

イ

ツ

の
統

一
は

い

つ
成

し

遂

げ

ら

れ

た

か

分

か

ら

な

か

っ
た

で
あ

ろ

う

し

、

ま

た

ユ
ー

ロ

の
導

入

は

コ
ー

ル

と

ミ

ッ
テ

ラ

ン

と

い
う

独

仏

両

首

脳

の

強

い

意

志

と

協

力

な

く

し

て

は

不

可
能

だ

っ
た

で
あ

ろ

う

。

我

々

の

目

か
ら

見

る

と
執

着

と
も

見

え

る
首

相

の
座

へ
の

こ
だ

わ

り

も

、

二
十

一
世
紀

最

初

の
首

相

を

し

て
名

を
残

し

た

い
と

い
う

功

名

心

か
ら

生

じ

た

だ

け

で

は

な

く

、

ド

イ

ツ

の
行

方

を

一
層

確

か

な

も

の

に
し

た

い
と

い
う

愛

国

心

の
表

れ

で
あ

っ
た

か

も

し

れ

な

い
。
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一
九

九

八
年

十

二
月

十

一
日

と

十

二

日
ウ

ィ
ー

ン

で
開

催

さ

れ

た

E

U

首

脳

会

議

で

コ
ー

ル

は

「
ヨ

ー

ロ

ッ
パ

名

誉

市

民

」

の
称

号

を

与

え

ら

れ

た

。

こ
れ

は

E

U

の
基

と
な

っ
た

E

C

S

C

(欧

州

石

炭

鉄

鋼

共

同

体

∀

の
創

案

者

ジ

ャ

ン

・
モ

ネ

に
次

い
で
史

上

二
番

目

の
受
賞

で
あ

っ
た

。

注ω

連

邦

議

会

は

連

邦

首

相

に
対

し

て
不

信

任

を

表

明

で
き

る

が

、

そ

の
方

法

は

、

連

邦

議

会

が

ま
ず

そ

の
過
半

数

を

も

っ

て
連

邦
首

相

の
後

任

を

選

出

し

た

う

え

で

、
連

邦

大

統

領

に

対

し

て
連

邦

首

相

の
罷

免

を

要

請

す

る

こ

と

に
な

っ
て

い
る
。

こ

れ

が

「
建

設

的

不

信

任

投

票

」

と
呼

ば

れ

る
制

度

で

ワ
イ

マ
ー

ル
共

和

国

時

代

に
多

数

の

小

党

が

一
致

し

て
政

府

を

倒

し

な

が

ら

、

後

任

の
首

相

を

選

挙

で
き
ず

、

政

治

の
空

白

を

も

た

ら

し

た

反

省

か

ら

産

み
出

さ

れ

た

制

度

で
あ

る

。

加

藤

雅

彦

他

編

『事

典

現

代

の

ド

イ

ツ
』

大

修

館

書

店

、

一
九

九

八
年

、

一
五

七

頁

、

な

ら
び

に

田

沢

五
郎

『
ド

イ

ツ
政

治
経

済

法

制

辞

典

』

第

四
版

、
郁

文

堂

、

一
九

九

二
年

(初

版

一

九

九

〇
年

)
、

一
九

八
頁
参

照

。

㈲

<
。q
野

ω
ε

紆

三
。・。
訂

N
o
罫
¢
謁

"
Z
5

P
唱

く
o
ヨ

N
b

・
一〇

・

一〇
。。
P

ω
・
一
∴

Q。
&

α
〇
三
。。o
げ
o
N
o
ぎ

コ
αq
"
Z
『
b

ピ

<
o
ヨ

い
.

一
〇
」

¢
Oc
P

qり
.
一
.

㈲

坂

井

栄

八
郎

・
保

坂

一
夫

編

『
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

ーー

ド

イ

ツ

へ

の
道

ー
-
統

一
ド

イ

ツ

の

現

状

と
課

題

』

東

京

大

学

出

版

部

、

一
九

九

六
年

、

三

八

頁

以

下
参

照

。

ド
イ

ツ

で
は

五

%

条

項

と
呼

ば

れ

る
法

律

が

あ

り

有

効

得

票

数

の
五

%

を

獲

得

で

き

な

か

っ
た

政

党

は
議

席

を

得

る

こ

と
が

で
き

な

い
。

こ

れ

は

小

党

分

立

に
よ

っ
て

ナ

チ

ス

の
台

頭

を
許

し

た

ワ
イ

マ
ー

ル

共

和

国
時

代

の
反

省

に
よ

っ
て

で

き
た

制

度

で
あ

る

。

㈲

加

藤

他

編

、

前

掲

書

、

十

九

頁

、

な

ら
び

に

坂
井

・
保

坂

編

、

前

掲
書

、

三

九
頁

参

照

。

㈲

恒

川

隆

男

他

著

『文

学

に
あ

ら

わ

れ

た

現

代

ド

イ

ツ
ー

東

西

ド

イ

ツ

の
成

立

か

ら

再

統

一
後

ま

で
』

三

修

社

、

一
九

九

七
年

、

一
六

三

頁

以

下
参

照

。

㈲

<
㈹
一・
O
儒
三

〇
『
≦

㊤
=
轟

究

u
O
缶
コ
N

慧

榊2

・
訳
α
ぎ

"

峯

o
で
o
呂

2

0
『
簿

♂≦
房
魯

ち

○。
い
あ

.
ひ
.

ω

坂

井

・
保

坂
編

、
前

掲
書

、

三
九

頁
参

照

。

團

坂

井

・
保

坂
編

、
前

掲

書

、

五

五

頁

お

よ
び

六

四
頁
参

照

。

紛

「
『ブ

レ
ジ

ネ

フ

・
ド

ク

ト

リ

ン
』

と
は

、

一
九

六

八
年

の

チ

ェ
コ
自

由

化

運

動

へ
の

ワ

ル

シ

ャ

ワ
条

約

軍

の
武

力

介

入

の
後

、

こ

れ

を

正
当

化

す

る

た

め
に
う

ち

出

さ

れ
た

原

則

で
、

東

の
社
会

主

義

共

同

体

を

維

持

す

る
た

め

の

一
種

の
制

限

主

権

論

で
あ

っ
た

。
」

加

藤

他

編

、
前

掲

書

、

一

一
七
頁

。

⑩

朝

倉

巧

編

『映

像

ド

イ

ツ

現

代

史

、

分

断

…

再

統

一
』

郁

文

堂

、

一
九

九

七
年

、

十

六

頁

、

お

よ

び

同

教

授

用
資

料

三

四
頁
参

照

。

41



ドイツ統 一 とヨー ロ ッパ統 合

㈲

筆

者

が

直

接

見

た

の

は

O

R

F

(オ

ー

ス
ト

リ

ア
放

送

協

会

)

の
テ

レ

ビ

の

ニ

ュ
ー

ス
番

組

だ

っ
た

が

、

「
フ

ィ
ガ

ロ
」

紙

に

も

同

様

の

結

果

が

報

告

さ

れ

て

い

る

。

<
αq
「

ピ
o

コ
鳴

β

Z
「
」

お

ひ
ω
<
o
∋

一
ω
」

一
」

O
。。
P

Q。
気

・

㈲

笹

本

駿

二

『ベ

ル

リ

ン

の
壁

崩

れ

る
1

移

り

ゆ

く

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
』

岩

波
書

店

、

一
九

九

〇

年

、

三

七

頁

以

下
参

照

。

㈹

連

邦

政
府

新

聞
情

報

庁

編

『ド

イ

ツ

の
実

情
』
、

ソ

シ

エ
テ

ー

ツ
出

版

、

一
九

九

八
年

、

一
四

八
頁

以

下

、

な

ら
び

に

坂

井

・
保

坂

編

、
前

掲

書

、

五

五
頁

お

よ
び

六

四
頁

参

照

。

㈹

坂

井

・
保

坂
編

、
前

掲
書

、

五

五

頁

以

下
参

照

。

㈹

笹

本

、

前

掲
書

、

一
四
七
頁
参

照

。

㈹

連

邦

政

府

新

聞

情

報

庁

編

、

前

掲
書

、

一
四
九

頁
参

照

。

㈹

笹
本

、

前

掲
書

、

一
四
九

頁

以

下
、

な

ら
び

に
加
藤

他

編

、

前

掲
書

、

一

一
八
頁
参

照

。

㈹

加

藤

他

編

、
前

掲
書

、

一
一
九

頁

参

照

。

09

二

+

四
条

約

に

つ

い
て

は

小

林

正

文

「
二

+

四
条

約

」

(
「
言

語
」

第

二

〇
巻

第

+

一
号

、

一
九

九

一
年

+

一
月

、

二

七

頁
)

参

照

。

鋤

こ

の
選

挙

で

は

例

外

的

措

置

と
し

て
五

%

条

項

は
東

西

の

選

挙

地

域

に
個

別

に
適

用

さ

れ

、

不

利

な

立

場

の
旧

東

ド

イ

ツ

の
小

政

党

に
配
慮

し

た

。

㈲

五
島

昭

『大

国
ド

イ

ツ

の
進
路

』
、

中

央

公

論

社

、

一
九

九

五
年

、

二
〇

二
頁

。

㈱

五

島

、

前

掲

書

、

二
〇

三

頁

以

下
。

㈲

加

藤

他

編

、

前

掲
書

、

一
二
三

頁

。

㈱

五
島

、
前

掲

書

、

=

二
五

頁
参

照

。

㈲

<
σq
一・
r
。
竃

o
巳

p

写

・
=
。。
P
一
く
o
ヨ

B

・
ρ

一〇
ゆ
P

Q。
・
一
・

な

お

五
島

、
前

掲
書

、

二
〇

八
頁

で

は

賛

成

五

一

・
〇

五

%

、

反
対

四
八

・
九

五

%

と

な

っ
て

い
る

。

㈲

坂

井

・
保

坂

編

、

前

掲

書

、

一

一
九

頁

お

よ

び

二
九

六

頁

参

照

。

㈲

ブ

ラ

イ

ア

ン

・
ラ

ッ
ピ

ン
グ

・
ア

ソ

シ

エ
ー

ツ

と

B

B

C

が

一
九
九

八
年

に

制
作

し

た

「欧

州

通

貨

統

合

i

『
ユ
ー

ロ
』

誕

生

へ
の
攻

防
ー

、
第

三

回
」

(
一
九

九

八
年

十

二
月

十

八

日

N

H

K
教

育

テ

レ
ビ

で
放

映

)

に
よ

る

。

㈲

五

島

、

前

掲
書

、

一
二
七

頁
。

　㈹

五
島

、

前

掲

書

、

一
四
七

頁

以

下
参

照

。

⑬①

ド

イ

ツ
連

邦

共

和

国
基

本

法

の
定

義

に
よ

る

■
ド
イ

ツ
人

」

と
は

、

一
法

律

に
別

段

の
規

定

が
あ

る

場

合

を

別

と
し

て

、

ド

イ

ツ

の
国

籍

を

有

し

て

い
る
者

、

ま

た

は

、

ド

イ

ツ
民

族

に

属

す

る

引

揚

者

も

し

く

は

難

民

と

し

て
、

あ

る

い
は

そ

の
配

偶

者

も

し

く

は
卑

属

と

し

て
、

一
九

三

七
年

十

二
月

三

一
日

現

在

の

ド
イ

ツ
国

の
領

域

に
受

け

入

れ

ら

れ

て

い
た
者

」

(第

一

一
六
条

第

一
項

)
で
あ

る

。

(条

文

の
訳

は

田
沢

、
前

掲
書

、

八

二
頁

に
よ

る

)

　㈹

読

売

新

聞

タ

刊

、

一
九

九

八
年

十

二

月

ニ

ニ

日
、

第

十

二
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面

、

な
ら

び

に
五
島

、
前

掲

書

、

一
四
三
頁

以

下
参

照

。

㈱

加

藤

他

編

、
前

掲

書

、

一
ニ

ニ
頁

、

な

ら

び

に

五
島

、

前

掲

書

、

一
六

二
頁

以

下
参

照

。

⑯

連

邦

政
府

新

聞

情

報

庁

編

、

前

掲

書

、

一
五

〇
頁

、

五
島

、

前

掲

書

、

一
六

八
頁

以

下
、

な

ら

び

に

坂
井

・
保

坂

編

、
前

掲

書

、

二
八

七

頁
参

昭
描。

㈱

五
島

、

前

掲

書

、

一
九

六

頁
参

照

。

㈲

加
藤

他

編

、

前

掲
書

、

一
二

一
頁

お

よ
び

一
二
五

頁

参

照

。

⑯

「
ド

イ

ツ
連

邦

共

和

国

の

五

〇
年

」

(
「
ド

イ

チ

ュ
ラ

ン
ト

」

第

六
号

、

一
九

九

八
年

十

二
月

/

一
月

、
別

冊
)
、

四
頁

参

照

。

㈱

加

藤

他

編

、

前

掲

書

、

三
五

八
頁

参

照

。

⑯

「
ド

イ

ツ
連

邦

共

和

国

の
五

〇
年

」
、

四
頁
参

照

。

㈹

加

藤

他
編

、

前

掲
書

、

三

五

九

頁
参

照
。

㈹

一
九

九

九

年

一
月

五

日
放

映

の
。=
o
葺
o
ミ

Z

D

F

(ド

イ

ツ
第

ニ

テ

レ

ビ

)

の

ニ

ュ
ー

ス

に
よ

れ
ば

、

ベ

ル

リ

ン

に
あ

る

「
ド

イ

ツ

経

済

研

究

所

」

(】)
O
=
諾
0
7
0
。。

ぎ

。。
葺

9

鴨鋤
同

≦

三

。。o
匿

雰

8
湊
島

§

αq
)

の
予

測

で
は

、

輸

出

の
不

振

に
よ

り

九

九
年

の
経

済

成

長

率

は

九

八
年

の

二

・
七

%

か

ら

一

・

四

%

(
旧

西

ド

イ

ツ

一

・
五

%

、

旧
東

ド

イ

ツ

○

・
八
%

)

に
落

ち

込

み
、

失

業

者

も

四
〇

〇

万

人

を

越

え

た

ま

ま

だ

と

い
う

。

㈹

<

αq
=

】

。
N
。
芦

審

.
と

く
o
ヨ

一
・
一
〇
』

$

。。
あ

・
一
。。
.

㈹

<
oq
一・
o
げ
o
巳

p

な

お

「
ド

イ

チ

ュ

ラ

ン

ト

」

第

六

号

、

一

九

九

八
年

十

二

月

/

一
月

、

七

頁

に
よ

れ

ば

、

F

D

P

が

四

三
議

席

、

P

D

S
が

三

六

議

席

と
な

っ
て

い
る

。

㈲

「
ド

イ

チ

ュ
ラ

ン

ト
」

第

六
号

、

一
九

九

八
年

十

二
月

/

一

月

、

七

頁
参

照

。

㈲
　

毎

日
新

聞

、

一
九

九

八
年

九

月

二

四
日
、

第

六

面

。

㈲

閃
巳

。
罵

〉
篇
。q
。・
併o
ぎ

一
月
壼

ヨ
喜

口
巳

冒

。・
ニ

コ

ニ

)
。
「

ω
℃
δ
oq
♀

Z

δ

a

<
o
ヨ

い
・
;

■
6

ゆ
◎。
ψ
Qり
b

タ
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